LabVIEW標準プロトタイプアダプタ

－オプションパラメータについて－

・インプットバッファ（Input Buffer）

・インボケ－ションインフォ（Invocation Info）
· シーケンスコンテキストActiveXポインタ（SequenceContext）
LabVIEWモジュールの編集ウィンドウにある、オプションパラメータ、インプットバッファ（Input Buffer）インボケ－ションインフォ（Invocation Info）を利用すると、TestStandからモジュールVIに文字列で情報を渡したり、シリアル番号、ステップ名、シーケンスのファイルパス等、基本的な情報を簡易的にモジュールに渡すことができます。また、シーケンスコンテキストを使用すると、TestStandのあらゆるプロパティ/変数にモジュ-ルのVIからアクセスし、データの受け渡しを行うことできます。以下でそれぞれのパラメータについて、詳しく説明します。

LabVIEW標準プロトタイプアダプタのステップで右クリックして”モジュ－ルを指定”を選択すると次のウィンドウが表示されます。
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このLabVIEW VI コールを編集ダイアログウィンドウにある、オペレーションのパラメータ

インプットバッファとインボケ－ションとシーケンスコンテキスト オプションをチェックしてVI作成をクリックすると、次のような各制御器を持ったVIのテンプレートが作成されます。
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ここれらのテンプレートVI上にある制御器を使用して、TestStandから基本情報をモジュールに渡すことができます。各パラメータについて以下で説明します。

Input Buffer（文字列）

文字列情報を直接モジュールVIに渡すことができます。ステップのプロパティStep.InBufに情報がある場合、Input Buffer制御器にその情報を渡します。すなわち、VIに渡したい情報をStep.InBufに設定すれば、VIに文字列情報を渡すことができます。

Invocation Info（基本情報のクラスタ）

TestName（文字列）

VIを呼び出す、ステップの名前

Loop#（数値:I32）

そのステップにループの設定がされている場合、何回目のループかをあらわす数値

Sequence Path（パス）

そのシーケンスの名前と絶対パス

UUT Info(文字列)

シリアル番号です。

RunState.Root.Locals.UUT.SerialNumberプロパティの情報が存在すれば渡されます。

UUT #（数値:I32）

いくつ目のUUTをテスト中かを示す数値。

RunState.Root.Locals.UUT.UUTLoopIndexプロパティの値が存在すれば渡されます。

実際に、これらのオプションを使用して情報を渡してモジュールVIのフロントパネルを表示した場合の例を次に示します。
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シーケンスコンテキストActiveXアダプタ

このオプションをチェックすると、VI上にシーケンスSequence Context制御器が置かれます。Sequence Contextとは、ActiveXオブジェクトで、TestStand上のあらゆるプロパティ、変数にこのオブジェクトを通してモジュール内からアクセスできるものです。VIからは、ActiveXを関数を使用して、このオブジェクトを介して各プロパティ/変数のデータを取得したり、渡したりできます。Sequence Contextからアクセスできるプロパティ変数は、”表示>シーケンスコンテキストを参照”を選択して表示される”シーケンスコンテキストのプロパティと変数を参照”ウィンドウで確認できます。LabVIEWの関数＞TestStandパレットにある関数、TestStand – Get/set Property Value(xxx).viにこのSequence Contextからリファレンスを渡せば、ActiveXを意識せずに簡易的にデータの受け渡しを行うことができます。この場合、ルックアップストリングという文字列で各プロパティと変数を指定しますが、これは、”シーケンスコンテキストのプロパティと変数を参照”ウィンドウでコピーすることができます。

各オプションパラメータの制御器を既存のVIに追加する場合、VIのフロントパネルの制御器パレット>TestStandにこれら制御器がありますので、それらを既存のVIのフロントパネル上に配置することができます。そのとき、それらの制御器をコネクタペインと関連付けておく必要があります。また、LabVIEW VI コールを編集ウィンドウで、各オプションをチェックしておく必要があります。

以上

